
一般質問

平成２８年（２０１６年）４月２４日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

子ども
女 性

都市
　整備

教 育
文 化

環 境
下水道

滑
東
京
街
道
の
拡
幅
用
地
部
分

 
中
江
み
わ
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
養
育 

家
庭
制
度
の
課
題
は
。

　

渦
登
録
家
庭
数
を
拡
大
す
る
た
め

に
、
制
度
の
周
知
と
普
及
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
に

対
し
て
登
録
家
庭
数
が
十
分
で
な
い

状
況
が
あ
る
が
、
困
難
な
背
景
を
抱

え
た
子
ど
も
の
養
育
を
委
託
す
る
と

い
う
性
格
上
、
容
易
に
は
拡
大
で
き

な
い
側
面
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
小
平
児
童
相
談
所
と
の
共
催
に

よ
り
、
毎
年
、
里
親
月
間
に
養
育
家

庭
体
験
発
表
会
を
行
う
な
ど
、
養
育

家
庭
の
開
拓
と
周
囲
の
理
解
促
進
に

向
け
た
広
報
、
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

 
伊
藤　

央
議
員
（
政
和
）　

市
立
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
教

育
委
員
会
と
公
立
昭
和
病
院
の
間
で

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
対
応
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
が
開
設
さ
れ
た
が
、
保
育
園
、

幼
稚
園
で
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設

す
る
よ
う
施
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

市
長　

公
立
保
育
園
で
は
研
修
等
を

実
施
す
る
中
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
仕
組
み
を
整
え
、
エ
ピ
ペ
ン
の
使

用
を
想
定
し
た
内
容
も
取
り
入
れ
た

対
応
を
し
て
い
る
。
市
内
の
幼
稚
園
、

私
立
保
育
園
等
に
は
、
昨
年
１
月
に

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
対
応
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て

養
育
家
庭
制
度
（
里
親
）
の

推

進

に

つ

い

て

保
育
園
等
で
も
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

対
応
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
開
設
を

お
り
、
引
き
続
き
情
報
提
供
に
努
め

て
い
く
。

 
竹
井
よ
う
こ
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
市 

に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

　

渦
民
間
等
と
協
働
し
た
居
場
所
づ

く
り
も
兼
ね
た
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
市
独
自
の
貧
困
率
の
算
出

は
困
難
な
た
め
具
体
的
な
デ
ー
タ
は

な
い
。
保
護
者
の
疾
病
等
の
複
合
的

な
問
題
を
家
庭
が
抱
え
て
い
る
た
め
、

十
分
な
養
育
環
境
を
与
え
ら
れ
な
い

な
ど
の
状
況
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
て
昨
年

９
月
か
ら
生
活
困
窮
家
庭
の
中
学
生

を
対
象
に
学
習
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
支
援
を
進
め
な

が
ら
効
果
的
な
方
策
を
民
間
等
と
の

協
働
を
視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い
く
。

小
平
市
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困

の
現
状
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
国
の 

方
針
を
受
け
て
の
学
校
施
設
に
お
け

る
照
明
機
器
の
高
効
率
化
の
見
解
は
。

　

渦
全
て
の
公
共
施
設
の
照
明
機
器

を 
エ 
ス
コ
事
業
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
手

※
法
で
早
期
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　

臼
学
校
の
照
明
全
体
で
は

相
当
な
電
力
を
消
費
し
て
お
り
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

大
規
模
な
改
修
や
校
舎
増
築
の
際
に
、

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
く
。

市
長　

渦　

年
度
に
エ
ス
コ
事
業
の

２１

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
地
球
に
優
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
進
め
よ
う

検
討
を
し
た
が
、
削
減
額
が
事
業
化

に
見
合
わ
ず
成
立
し
な
か
っ
た
。
引

き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

※
エ
ス
コ
事
業
と
は

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
に
か
か
る
全

て
の
経
費
を
光
熱
水
費
の
削
減
分
で

賄
い
、
新
た
な
財
政
負
担
を
必
要
と

し
な
い
事
業
の
こ
と
。

 
さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
市 

で
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
現
状
と
課
題
は
。

　

渦
市
民
、
事
業
者
、
市
民
団
体
、

市
が
協
働
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に

取
り
組
む
た
め
に
、
機
運
を
盛
り
上

げ
る
必
要
が
あ
る
が
、
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
食
物
資
源
循
環
モ
デ
ル
事

業
で　

年
度
に
約　

㌧
の
食
物
資
源

２６

４７

を
分
別
収
集
し
資
源
化
す
る
な
ど
、

バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
さ
ら

な
る
普
及
啓
発
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

渦
環
境
学
習
講
座
等
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
行
動

を
促
す
機
会
を
継
続
し
て
実
施
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

臼
食
品 

ロ
ス
の
削
減
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
今
後
の
展
開
は
。

　

渦
飲
食
店
で
の
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
活

用
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
め
な
い
か
。

市
長　

臼
市
報
等
を
活
用
し
啓
発
を

継
続
的
に
行
っ
て
お
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
き
ゃ
ら
ば
ん
で
は
未
利
用
食
品
の

回
収
を
開
始
し
た
。
引
き
続
き
啓
発

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

渦
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
と

資
源
や
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
の
地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

今
こ
そ
食
品
ロ
ス
削
減
に
対
す
る

取
り
組
み
を
進
め
よ
う

し
て
有
効
と
認
識
し
て
い
る
が
、
食

品
を
持
ち
帰
っ
た
客
が
体
調
を
崩
し

た
場
合
の
飲
食
店
側
の
責
任
等
に
つ

い
て
、
問
題
の
整
理
が
必
要
と
考
え

て
お
り
情
報
収
集
に
努
め
る
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
駅
前 

地
区
及
び
そ
の
周
辺
を
路
上
喫
煙
禁

止
地
区
に
指
定
で
き
な
い
か
。

　

渦
都
内
他
自
治
体
の
路
上
喫
煙
禁

止
地
区
を
定
め
た
事
例
へ
の
認
識
は
。

市
長　

臼
自
治
会
、
商
店
会
及
び
事

業
者
と
毎
年
開
催
し
て
い
る
駅
周
辺

環
境
美
化
推
進
事
業
連
絡
会
に
お
い

て
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

　

渦
た
ば
こ
を
吸
う
人
と
吸
わ
な
い

人
が
共
存
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
も
の
で
あ
り
、
喫
煙
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
啓
発
活

動
の
理
念
と
一
致
す
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
引
き
続
き
両
者
が
快
適

に
過
ご
せ
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

路
上
喫
煙
防
止
に
つ
い
て

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

東
京
街 

道
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
、
新
小
金

井
街
道
か
ら
西
部
分
は
拡
幅
用
地
が

確
保
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
整
備

が
進
ん
で
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
ま

た
、
今
後
の
整
備
予
定
は
。

市
長　

都
か
ら
、　

年
度
は
用
地
取

２７

得
が
完
了
し
て
い
る
部
分
の
電
線
共

同
溝
設
置
工
事
等
を
進
め
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
企
業
者
と
の
調
整
や
警

大
沼
町
地
域
の
市
民
の

声
に
ど
う
応
え
る
の
か

視
庁
と
の
協
議
に
時
間
を
要
し
た
た

め
工
事
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
今
後
の
工
事
予
定
は
、

　

年
度
以
降
の
工
事
に
向
け
て
準
備

２８を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
現
在
、

武
道
の
授
業
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

て
い
る
か
。

　

渦
現
在
ま
で
の
け
が
の
状
況
は
。

教
育
長　

臼
各
中
学
校
で
、
年
間
指

導
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
武
道

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎

回
の
授
業
終
了
時
に
学
習
カ
ー
ド
を

活
用
し
て
生
徒
が
活
動
の
自
己
評
価

を
行
い
、
次
回
の
授
業
に
向
け
て
の

課
題
意
識
を
持
た
せ
る
取
り
組
み
が

多
く
の
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

渦
捻
挫
や
す
り
傷
等
の
け
が
は
あ

る
が
、
過
去
３
年
間
、
骨
折
や
入
院

を
伴
う
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
。

中
学
校
武
道
必
修
化
の
現
状
に
つ
い
て

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
新
入 

学
児
童
が
ス
ム
ー
ズ
に
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
保
育
園

や
幼
稚
園
と
の
連
携
は
。

　

渦
け
が
や
病
気
等
、
学
校
内
で
の

児
童
の
見
守
り
に
対
す
る
考
え
は
。

教
育
長　

臼
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保

育
園
連
絡
会
を
年
間
３
回
実
施
し
、

指
導
に
関
す
る
工
夫
や
課
題
等
に
つ

い
て
情
報
交
換
と
協
議
を
行
い
、
互

い
に
連
携
、
協
力
を
図
っ
て
い
る
。

　

渦
事
故
防
止
に
当
た
っ
て
は
、
日

常
か
ら
安
全
管
理
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
学
習
指
導
等
で
も
児
童
・
生

徒
の
観
察
を
通
し
て
小
さ
な
変
化
に

注
意
す
る
と
と
も
に
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
安
全
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

 
伊
藤　

央
議
員
（
政
和
）　

小
・
中 

学
校
や
公
立
保
育
園
の
給
食
に
無
農

薬
、
減
農
薬
、
有
機
野
菜
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

小
・
中
学
校
と
も
購
入
費

用
や
安
定
供
給
の
面
か
ら
、
現
時
点

で
は
、
こ
れ
ら
の
農
産
物
を
指
定
し

て
購
入
す
る
こ
と
は
課
題
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

市
長　

保
育
園
給
食
へ
の
導
入
の
た

め
に
は
、
一
定
の
数
量
や
種
類
を
安

定
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
安
定
供

給
の
面
や
価
格
、
輸
送
コ
ス
ト
等
に

お
い
て
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
小
野
高
一
議
員
（
政
和
）　

子
ど
も 

た
ち
の
今
後
の
人
生
の
参
考
に
な
る

よ
う
、
こ
の
テ
レ
ビ
番
組
を
児
童
・

生
徒
の
指
導
や
授
業
、
ク
ラ
ブ
活
動

新
入
学
児
童
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
る
た
め
の
対
応
に
つ
い
て

学
校
、
保
育
園
給
食
に
無
農
薬
・

減
農
薬
・
有
機
野
菜
の
導
入
を

奇
跡
の
レ
ッ
ス
ン
を
子
ど
も
た
ち
の

指
導
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
か

の
教
材
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

奇
跡
の
レ
ッ
ス
ン
を
教
材

と
し
て
活
用
し
た
学
校
は
な
い
が
、

　

年
度
に
授
業
や
部
活
動
等
で
テ
レ

２７ビ
番
組
を
教
材
と
し
て
活
用
し
た
学

校
は
小
学
校　

校
、
中
学
校
は
５
校

１０

あ
っ
た
。今
後
も
、当
番
組
を
含
め
、

子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
や
学
習
の

効
果
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
的

価
値
を
十
分
に
検
討
し
、
教
育
活
動

で
の
積
極
的
な
活
用
に
向
け
て
指
導
、

助
言
を
進
め
て
い
く
。

 
中
江
み
わ
議
員
（
フ
ォ
）　

学
習
意 

欲
と
能
力
の
あ
る
若
者
が
家
庭
の
経

済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
進
学
し
、
安

心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
環
境
が

必
要
だ
が
、
市
独
自
の
給
付
型
奨
学

金
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

国
レ
ベ
ル
で
制
度
の
創
設
に

関
す
る
議
論
が
あ
り
、
自
治
体
レ
ベ

ル
で
も
取
り
組
む
事
例
が
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
に
よ
る
若
者
支
援
の
取
り

組
み
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
市

の
役
割
等
も
研
究
し
て
い
く
。
現
時

点
で
は
各
種
の
貸
付
制
度
等
を
案
内

す
る
こ
と
で
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
の
相
談
に
対
応
し
て
い
く
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
小
中 

一
貫
校
、
中
高
一
貫
校
の
評
価
は
。

　

渦
小
中
一
貫
校
、
中
高
一
貫
校
の

導
入
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

教
育
長　

臼
小
中
９
年
間
ま
た
は
中

高
６
年
間
の
連
続
的
、
発
展
的
な
取

り
組
み
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と

で
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
や
健
全

育
成
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
こ
れ
ま
で
も
小
中
連
携
教
育
の

奨
学
金
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

小
中
一
貫
校
、中
高
一
貫
校
に
つ
い
て

実
践
を
行
っ
て
お
り
、
成
果
が
上
が

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
現
在
の
取
り
組

み
を
深
め
て
い
く
。
中
高
一
貫
校
に

つ
い
て
も
、
中
学
校
と
都
立
高
校
と

の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
た
め
、
導

入
を
検
討
す
る
予
定
は
な
い
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

グ
ロ 

ー
バ
ル
化
等
の
変
化
が
加
速
す
る
中

で
、
未
来
を
見
据
え
た
教
育
の
検
討

や
取
り
組
み
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　
　

年
度
に
今
後　

年
間
で

２４

１０

目
指
す
方
向
性
と
そ
の
実
現
の
た
め

の
施
策
を
示
す
教
育
振
興
基
本
計
画

を
策
定
し
、
毎
年
度
、
基
本
的
方
向

と
課
題
、
主
な
取
り
組
み
を
定
め
推

進
し
て
き
た
。
本
計
画
に
基
づ
き
未

来
を
見
据
え
た
教
育
を
幅
広
く
進
め

て
い
く
。　

年
度
で
計
画
期
間
の
前

２９

半
が
終
了
す
る
た
め
、
教
育
に
お
け

る
新
た
な
課
題
等
を
踏
ま
え
、　

年
２８

度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

対
す
る
検
証
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 
吉
本
ゆ
う
す
け
議
員（
フ
ォ
）　

臼　
２８

年
度
以
降
の
組
み
体
操
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
見
解
は
。

　

渦
部
活
動
で
の
外
部
指
導
員
の
配

置
状
況
と
依
頼
状
況
は
。

教
育
長　

臼
国
か
ら
は　

年
度
末
ま

２７

で
に
事
故
防
止
に
向
け
た
方
針
が
、

都
教
育
委
員
会
か
ら
は
３
月
ま
で
に

安
全
確
保
策
や
指
針
が
示
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
市
で
は
こ
の
方
針
等
に

基
づ
く
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　

渦　

年
度
は
市
立
中
学
校
全
校
の

２７

部
活
動
で　

人
配
置
し
て
お
り
、
学

５０

校
長
が
部
活
動
の
活
動
状
況
や
種
目

の
特
性
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、

外
部
指
導
員
を
依
頼
し
て
い
る
。

未
来
を
予
測
し
教
育
の
改
革
を

学
校
管
理
下
の
事
故
防
止
と

部
活
動
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て


